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午
後
三
時
三
十
分
、
神
奈
川

県
県
民
局
総
務
室　

杉
山
企

画
調
整
担
当
課
長
に
よ
る
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
白
石
副
会
長

（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
神

奈
川
県
連
合
会　

顧
問
）が
議

長
と
し
て
会
議
を
進
行
し
ま
し

た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
選
出
母
体
の
役
員

改
選
に
よ
り
、
会
長
に
は
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
古
沢
時

衛
氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
就
任
し
た
向
笠
茂
幸
氏
を
、

副
会
長
に
は
、
前
日
本
青
年
会

議
所
関
東
地
区
神
奈
川
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
会
長
の
釼
持
賢
祐
氏

に
替
わ
り
、
同
会
長
の
清
田
祐

介
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
及
び
選
出

母
体
の
役
員
改
選
に
よ
る
退
任

等
に
伴
い
、
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
神
奈
川
県
連
合
会
副

事
務
局
長
の
早
坂
公
幸
氏
以
下

八
名
を
そ
れ
ぞ
れ
役
員
に
選
出

（
再
任
）し
ま
し
た
。（
新
役
員

は
、
平
成
二
十
六
年
度
役
員
名

簿
の
と
お
り
。）

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
五
年
度
事
業
報
告
、
第
三

号
議
案
平
成
二
十
五
年
度
収
支

決
算
及
び
監
査
報
告
、
第
四
号

議
案
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計

画（
案
）、
第
五
号
議
案
平
成
二

十
六
年
度
収
支
予
算（
案
）を

全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

◇
向
笠
茂
幸 

会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
足
柄

下
郡
選
出
）。
平
成
十
三
年
に

初
当
選
以
来
、
四
期
当
選
。

こ
の
間
、
商
工
労
働
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
各

委
員
長
及
び
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長
を

歴
任
。

平
成
二
十
六
年
五
月
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
に
就
任
。
神
奈

川
県
出
身
。
六
十
六
歳
。

平 成 26 年 度 役 員 名 簿
役 職 名 氏　　　名 団　体　等　の　職
会 長 向 笠 茂 幸 神奈川県議会議長

副 会 長
白 石 俊 雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
清 田 祐 介 日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 早 坂 公 幸 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

塚 原 良 一 神奈川県商工会議所連合会専務理事
二 宮 　 務 神奈川県農業協同組合中央会常務
松　尾　美智代 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
井 上 早 苗 川崎市地域女性連絡協議会顧問
有 波 良 枝 横浜市女性団体連絡協議会副会長
綾 井 祐 一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高 橋 征 人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
嶋 田 幸 雄 神奈川県中小企業団体中央会専務理事

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
九
日（
水
）午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
横
浜
市

中
区
山
下
町
の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
向
笠
茂
幸
県
議
会
議
長
を
選
任

平
成
26
年
度
総
会
を
開
催

平成26年度総会

推
進
委
員
報
告（
そ
の
八
）

昨
年
十
一
月
神
奈
川
県
の
中

高
生
と
、
北
海
道
、
羅
臼
町
と

根
室
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
羅

臼
町
で
は
観
光
船
に
乗
り
、
目

の
前
に
見
え
る
国
後
島
ま
で
の

中
間
点
ま
で
行
き
ま
し
た
。
国

後
島
は
羅
臼
町
か
ら
わ
ず
か
十

六
㎞
の
近
さ
で
、
肉
眼
で
ロ
シ

ア
の
船
が
操
業
し
て
い
る
の
が

見
え
ま
す
。
船
長
さ
ん
の
話
に

よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
漁
船
は
底

引
き
網
で
魚
を
根
こ
そ
ぎ
獲
っ

て
し
ま
う
た
め
、
羅
臼
の
漁
獲

量
は
年
々
減
少
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
こ
ん
な
に
近
い
島
、

国
後
島
や
歯
舞
群
島
、
更
に
は

色
丹
島
、
択
捉
島
の
北
方
領
土

四
島
返
還
運
動
を
長
年
続
け
て

ロ
シ
ア
に
つ
い
て
感
心
を
も

ち
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
本
を
読
み
ま
し
た
。
主

な
本
の
う
ち
司
馬
遼
太
郎
氏
の

「
坂
の
上
の
雲
」「
菜
の
花
の
沖
」

「
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
―
北
方
の

原
形
」な
ど
幕
末
か
ら
明
治
維

新
に
か
け
て
の
日
本
と
ロ
シ
ア

の
関
わ
り
や
争
い
、
ま
た
そ
の

背
景
に
あ
る
ロ
シ
ア
と
い
う
国

の
生
い
立
ち
な
ど
何
故
ロ
シ
ア

が
日
本
の
領
土
を
欲
し
か
っ
た

の
か
な
ど
が
解
か
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
船
や
漂
流
に
関
す
る

多
く
の
本
の
著
者
・
吉
村
明
氏

の
著
書
の
な
か
で
ロ
シ
ア
に
関

す
る
本
が
多
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば「
大
黒
屋
光
太
夫
」
漂
流

し
最
後
に
は
か
つ
て
ロ
シ
ア
帝

国
の
首
都
で
あ
っ
た
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ロ
シ
ア
女
帝

エ
カ
テ
リ
ナ
に
謁
見
し
た
話
、

「
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
旗
」日
露
戦
争

に
勝
利
し
た
日
本
が
ア
メ
リ
カ

の
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
条
約
を

締
結
し
た
時
の
裏
話
、「
ニ
コ

ラ
イ
遭
難
」
国
賓
の
ロ
シ
ア
皇

太
子
ニ
コ
ラ
イ
へ
の
官
民
を
挙

げ
て
の
歓
待
を
警
護
の
巡
査
が

突
然
襲
っ
た
話
な
ど
、
当
時
の

日
本
が
文
明
開
化
に
向
け
て
苦

悩
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
本
を
読
ん
だ
方

も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
若
い
先
生
方
や
中
高
生
や

大
学
生
に
是
非
読
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
、
あ
え
て
本
の
紹

介
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

�

（
綾
井
）

た
だ
い
ま
会
長
を
お
お
せ
つ

か
り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会

議
長
の
向
笠
茂
幸
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

日
は
各
団
体
か
ら
錚
々
た

る
メ
ン
バ
ー
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
北
方
領
土
返
還
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
て
、
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
発
足

い
た
し
ま
し
た
こ
の
県
民
会
議

も
、
本
日
で
第
三
十
回
目
の
総

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。北

方
領
土
返
還
に
向
け
た
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
長
年

の
努
力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

戦
後
六
十
八
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
北
方
領

土
の
返
還
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
、
き
わ
め
て
残
念
で
あ

り
ま
す
。

今
、
北
方
領
土
問
題
は
多
少

動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
昨
年

四
月
、
十
年
ぶ
り
に
日
露
首
脳

会
談
が
開
か
れ
て
以
降
、
外
務

次
官
級
協
議
や
、
外
務
・
防
衛

担
当
閣
僚
に
よ
る
初
の
２
プ
ラ

ス
２
会
合
も
開
催
さ
れ
、
北
方

領
土
問
題
解
決
へ
向
け
た
気
運

の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
二
月

に
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ミ
ア
半
島
を

併
合
、
事
実
上
の
軍
事
介
入
を

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
日
露
協
議
は
難
航
し
て
い

る
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
政
府
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
戦
略
的
か
つ
展
望
を

持
っ
た
外
交
交
渉
を
強
く
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
て
い

く
た
め
に
は
、
日
本
国
民
一
人

ひ
と
り
が
北
方
領
土
問
題
に
対

し
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
共

有
し
、
一
日
も
早
い
返
還
を
求

め
る
国
民
・
県
民
の
声
を
結
集

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
県
民
会
議
と
い
た
し

ま
し
て
も
、世
論
を
盛
り
上
げ
、

国
の
外
交
交
渉
を
支
え
る
た

め
、県
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
、

こ
の
問
題
の
周
知
を
図
り
、
運

動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
日
ご
出
席
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
に
対
す

る
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
私
の
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

神
奈
川
県
議
会
議
長
　
向
笠
茂
幸



【地理編】次のア～エのうち正しい地図はどれでしょう？  

★
何
も
調
べ
ず
に
正
解
で
き
た
人 

＝
30
点  

★

調
べ
て
正
解
で
き
た
人 

＝
20
点  

★

調
べ
た
け
れ
ど
不
正
解
だ
っ
た
人 

＝
10
点  

ア ウ 

イ エ 
【歴史編】次のＡ～Ｃのうち正しい年表はどれでしょう？  

1855年 樺太・千島交換条約で択捉島、国後島が日本領に確定    

1875年 サンフランシスコ平和条約で千島列島が日本領に確定  

1951年 日ロ通好条約で日本は北方領土を除く千島列島を放棄  A 
B 
C 

1855年 日ロ通好条約で択捉島、国後島が日本領に確定  

1875年 樺太・千島交換条約で千島列島が日本領に確定  

1951年 サンフランシスコ平和条約で日本は北方領土を除く千島列島を放棄  

1855年 サンフランシスコ平和条約で択捉島、国後島が日本領に確定  

1875年 日ロ通好条約で千島列島が日本領に確定  

1951年 樺太・千島交換条約で日本は北方領土を除く千島列島を放棄  

★
何
も
調
べ
ず
に
正
解
で
き
た
人 

＝
30
点 

 

★

調
べ
て
正
解
で
き
た
人 

＝
20
点  

★

調
べ
た
け
れ
ど
不
正
解
だ
っ
た
人 

＝
10
点  

【人物編】下の北海道地図を作った幕末の探検家は①～③

のうち、誰でしょう？  

★何も調べずに正解できた人 ＝40点  

★調べて正解できた人 ＝30点  

★調べたけれど不正解だった人＝20点  

「北海道」の名付け

親とされています 

この問題集の正解も、この問題集の正解も、この問題集の正解も、

右のＷＥＢページで！右のＷＥＢページで！右のＷＥＢページで！      

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
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会
議 

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
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教
育
者
会
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神
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川
県
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方
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北方領土返還要求運動神奈川県民会議  
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北
方
領
土
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

北
方
領
土
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

北
方
領
土
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
方
法
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
！ 

ま
す
。
応
募
方
法
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
！ 

ま
す
。
応
募
方
法
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
！    

① 間宮林蔵
まみやりんぞう

  

② 松尾芭蕉
まつおばしょう

  

③ 松浦武史郎
まつうらたけしろう

 

第
28
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
関
東
甲
信
越
青
少
年
交
流
会

平
成
26
年
度
関
東
甲
信
越
北
方
領
土
問
題
教
育
指
導
者
地
域
研
修
会

（第55号） 四
し

島
ま

のかけ橋 平成26年８月29日 （金曜日）　（ 2 ）

七
月
二
十
六
日（
土
）一
日
目

こ
の
交
流
会
で
は
、
北
方
領

土
隣
接
地
域
一
市
四
町（
根
室

市
、
別
海
町
、
中
標
津
町
、
標

津
町
、
羅
臼
町
）に
在
住
す
る

北
方
四
島
元
居
住
者
の
三
世
、

四
世
の
中
学
生
七
名
と
関
東
甲

信
越
の
中
学
生
が
一
緒
に
北
方

領
土
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

午
後
一
時
か
ら
の
全
体
学
習

会
で
は
、
最
初
に
根
室
市
立
歯

舞
中
学
校
の
中
島
恭
輔
さ
ん
か

ら「
今
、
僕
達
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
た
意
見
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
七
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、「
北
方
領
土　

夢
を
か
な
え
る
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
北
方
領
土

の
自
然
・
環
境
や
返
還
な
ど
に

つ
い
て
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
七
時
か
ら
中

華
街
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
表
彰

式
を
兼
ね
た
夕
食
が
あ
り
、
川

崎
市
・
夜
の
工
場
地
帯
を
バ
ス
で

見
学
し
た
の
ち
、
午
後
九
時
三
十

分
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
七
日（
日
）二
日
目

前
日
夜
遅
く
ま
で
の
交
流
会

に
も
関
わ
ら
ず
、
二

日
目
は
朝
六
時
三

十
分
朝
食
、
七
時

三
十
分
に
小
田
原

に
向
け
て
バ
ス
で

出
発
し
ま
し
た
。

鈴
廣
の「
か
ま
ぼ

こ
の
里
」で
は
、
職

人
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
小
田
原
名

物
の
か
ま
ぼ
こ
・

ち
く
わ
の
手
づ
く

り
体
験
を
し
ま
し

た
。
い
つ
も
食
べ
て

い
る
か
ま
ぼ
こ
や

ち
く
わ
と
は
違
う
、

独
自
の
形
を
し
た

自
作
の
食
品
が
で

き
あ
が
り
、
職
人

さ
ん
の
腕
前
に
改

め
て
感
心
し
ま
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た

か
ま
ぼ
こ
と
ち
く

わ
は
、
お
土
産
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
奈
川

県
が
誇
る「
神
奈
川

編
集
後
記

◇
古
沢
時
衛
前
会
長
、
一
年

間
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
十

六
年
度
は
向
笠
茂
幸
県
会
議

長
に
会
長
に
ご
就
任
い
た
だ

き
ま
し
た
。
五
月
二
十
六
日

議
長
室
を
尋
ね
会
長
就
任
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
県
民
会
議
も
昭
和
六
十

年
発
足
時
の
石
渡
清
元
議
長

か
ら
数
え
て
三
十
人
目
の
会

長
で
す
。
歴
代
会
長
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
向
笠
会
長
ど

う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（
綾
井
）

グループワークの様子

集合写真

第30回 北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

日時：平成26年11月18日（火）　18時～19時45分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：記念講演、北方四島交流訪問事業報告ほか
（予定）

皆様、ふるってご参加ください。

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
で
は
、

今
年
も
中
高
生
か
ら
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

今年も「北方領土に関する作文コンクール」を実施します。
会員の皆様方の周りの青少年にも、応募のはたらきかけを是非お願いします。
北方領土に関する自由な内容の作文を、2000字以内で。
締切りは平成26年９月10日（水）です。
※ポスター設問中〔人物編〕③の「松浦武史郎」は「松浦武四郎」が正しい名前です。

詳しくは、教育者会議ホームページ
（http://www.hoppoukanagawa.jp/kyouiku/index.htm）をご覧ください。

県
立　

生
命
の
星
・
地
球
博
物

館
」で
地
球
の
生
い
立
ち
、
動

植
物
の
生
命
の
進
化
な
ど
を
学

び
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
隕
石
や
動
植
物
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
後
、
箱
根
湯
本
の
ホ
テ

ル
で
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の『
四

季
』を
聞
き
な
が
ら
昼
食
を
い

た
だ
き
、午
後
二
時
四
十
五
分
、

小
田
原
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。

結
びこ

の
事
業
は
北
方
領
土
返
還

運
動
の
一
環
で
す
。
返
還
交
渉

は
国
の
外
交
交
渉
の
仕
事
で
す

が
、
領
土
問
題
は
長
期
に
亘
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
際
ロ
シ

ア
に
不
法
占
拠
さ
れ
て
六
十
九

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
国
民

運
動
と
し
て
の
こ
の
事
業
は
、

今
後
も
若
い
先
生
や
生
徒
に
理

解
と
継
続
を
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
神
奈
川

県
に
七
十
一
名
の
中
学
生
と
指

導
教
諭
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
が
集
ま
り
、
北
方
領
土
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

同
時
に「
教
育
指
導
者
地
域

研
修
会
」が
併
催
さ
れ
、
二
十

一
名
の
教
育
指
導
者
と
関
係
者

で
各
都
県
に
お
け
る
北
方
領
土

教
育
の
取
組
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
今
後
の
学
校
教
育
に
お

い
て
の
課
題
な
ど
の
議
論
が
あ

り
ま
し
た
。

何
よ
り
今
回
の
事
業
で
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
じ

め
て
出
会
っ
た
生
徒
と
活
発
な

議
論
を
行
な
い
、
仲
良
く
楽
し

い
勉
強
が
で
き
て
感
動
し
た
と

多
く
の
生
徒
達
が
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
事
業

の
成
功
に
感
謝
し
ま
す
。

 
（
綾
井
）

第
28
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
関
東
甲
信
越
青
少
年
交
流
会
は
、
七
月
二
十
六
日（
土
）午
後
一
時
よ
り
、
横

浜
市
中
区
山
下
町
の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」に
、
北
海
道
根
室
管
内
及
び
関
東
甲
信
越
の
各
都
県
よ
り
中
学
生
、
引

率
の
先
生
等
八
十
三
名
を
招
き
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
中
学
生
は
遠
路

の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
若
者
ら
し
く
、
す
ぐ
に
お
互
い
が
打
ち
解
け
、
活
発
で
元
気
の
良
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
二

日
目
は「
県
立　

生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
」
等
を
見
学
し
、
昼
食
後
、
小
田
原
駅
で
解
散
、
全
員
無
事
の
う
ち
、

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
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